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In this paper, we monitored the electromagnetic waves generated by human activity. We investigated a
monitoring system that used the bioelectric potential of a plant. Four subjects walked on the spot at a
distance of 60 cm from a rubber tree and we measured the variation in the bioelectric potential of the tree
produced by the stepping motion. The results confirmed that the electromagnetic waves generated by a
person walking on the spot produced a measurable response in the bioelectric potential of a plant. It was
also found that this variation in the bioelectric potential varied in synchrony with the subject’s walking pace.
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1. はじめに

近年，植物を用いた空気汚染の検知や室内環境モニタリ
ングシステムへの応用など観葉植物に対して室内インテリ
ア以外の用途への研究が試みられている (1)～(4)。植物内部

の生体電位は温度や湿度，照度などの周囲の環境要因によ
り変化し，植物が環境変化を認知する能力を有している可
能性があることが明らかとなっている (3) (4)。一方，人間の
歩行行動によって誘導帯電が発生し，体内の電荷の移動に
より生体自体の電位を変動させ周囲の電場の状態に影響を
与える (5)。また歩行行動によって，行動者の生体電位以外
にも，数メートル離れた非行動者の生体電位にも影響を与

えることが明らかとなっている (6)。これは単純な静電誘導
としての距離よりも著しく隔たっていることや ESD（静電
気放電） (7)によっても静止した人体に電位波形の発生を観
測することができたことから，離れた所にいる別の人がア
ンテナとして作用することが推測されている。
本報告では人間の行動によって発生する電磁波に注目し

て，植物の生体電位変化を利用した人体活動モニタリング
システムの検討を行った。
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2. 測定環境

被験植物として，土壌からの高さが約 82cmのゴムの木
を用いた。ゴムの木は古くから観葉植物として親しまれて

おり，比較的耐寒性や耐陰性があり，一般家庭やオフィスな
どで広く配置されている。測定概要を図 1に示す。生体電位
は被験植物の葉面を導電性電極で挟み，そこから得られた
微弱な電位を増幅器のセンサーアンプ（ミツミ MM1089,
入力インピーダンス 10MΩ）につなぎ，ADコンバータを
介して PC接続のオシロスコープで測定して記録した。な
お，オシロスコープはサンプリング周波数 100Hzとし，-
4～4Vを 8bitに量子化した。さらに測定信号には高域のノ
イズを除去するために 10Hzのローパスフィルタをかけた。
測定に使用した部屋は約 35m2の一般的な部屋（夏季，気
温 28.0℃，湿度 51.6％でほぼ一定）で，これらの装置を
用いて被験者に植物から 60cm離れた場所で足踏みを行っ
てもらい，植物の生体電位を測定した。

図 1 測定システム
Fig. 1. Measurement system by using plants
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図 2 植物の生体電位波形
(a) 無人状態時，(b) 有人で足踏みを行わないとき，

(c) 有人で足踏みを行ったとき
Fig. 2. Bioelectric potential signals of the plant.

(a) With no one present, (b) with a person stand-

ing in the vicinity, (c) with a person walking on the

spot in the vicinity

3. 測定結果

まず足踏みに対する植物の生体電位の変化を調べるため，
室内に人がいない状態，室内に被験者がいて動いていない
状態，室内に被験者がいて足踏みを行った状態の 3つの状
態で検証を行った。有人時は被験者 1名だけが測定室にい
る状態で測定した。室内に人がいない状態の結果を図 2(a)，
植物から 60cmの距離に被験者がいて動いていない状態の
結果を図 2(b)に示す。図 2(a)では外来からの影響が比較
的少ない植物自体の生体電位が測定できた。図 2(b)では植
物から 60cmという距離にいるため，図 2(a)よりも多少振
幅値が大きい波形が測定できた。

図 3 足踏みと生体電位波形の対応関係
Fig. 3. Relation between stepping and bioelectric

potential waveform

続いて，被験者に片足を上げるピッチが 1秒の足踏みを
行ってもらった時の植物の生体電位を図 2(c)に示す。これ
は足踏みを開始してから波形が安定した数秒経過後に測定

した波形である。この図から，足踏みという人間の行動に対
して図 2(a),(b)には見られなかった，足踏みのピッチに同
期した大きな振幅を持つ波形が確認できた。測定波形と足踏
み時の行動とを比較して測定した波形と足踏みの対応関係
を図 3に示す。右足，左足に関わらず，足を上げた (b),(d)
の時に振幅値は上昇し，足が接地した (a),(c)の時に振幅値
は減少した。このことから波形の間隔は片足の歩行周期に
影響していることが確認できた。

4. ま と め

本報告では，歩行等の人間の行動による人体電位の変化
を植物を介して計測し，植物の生体電位変化を利用した人
体活動モニタリングシステムの検討を行った。その結果，歩
行動作によって生じる電磁波の影響で植物の生体電位が変
化し，歩行ピッチに同期して植物の生体電位の値が上下す
ることが明らかとなった。今後はピッチの違いや実生活に

基づいた人間の行動での測定や植物の生体アンテナ機能に
ついて引き続き研究を行っていく予定である。
（平成 18年 5月 26日受付，平成 18年 11月 1日再受付）
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